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共通問題としてのコンテスト

　今日，本会組込みシステムシンポジウム（ESS）

が主催する Model-Driven Development（MDD）

ロボットチャレンジ，および，その後進の ESS ロ

ボットチャレンジ，ET ロボットコンテストなど

のコンテストが開催されている．本稿では筆者ら

が Project-Based Learning（PBL）テーマとして

MDD/ESS ロボットチャレンジのコンテスト課題

を活用してきた中で得られた知見を，参加学生，参

加教員，コンテスト開催側教員としてのそれぞれの

立場で議論する．

コンテスト参加学生にとって

　ここでは，これらのコンテスト課題を PBL テー

マとして活用することについて，参加学生の視点で

議論する．

　いままで実施してきた MDD/ESS ロボットチャ

レンジにおいては，共通の課題を提供し，さまざま

な分野の学生がコンテスト参加を通して交流し，お

互いに学び合える環境整備に努めてきた．そのため，

参加学生にとって以下で議論するようにメリットが

大きい．

2コミュニケーション
　全国規模の，多分野にわたる技術を活用するコン

テストにおいては，参加するさまざまな背景を持つ

学生同士が参加することになる．個々での計画的，

もしくは，自然発生的なコミュニティへの参加が参

加学生の一番のメリットである．分野や地域を超え

た議論や交流を通して他分野の技術者の考え方を学

ぶことができる．コンテストにはさまざまな専門分

野を持つ，さまざまな地域の学生がコンテストに参

加するためである．また，課題の内容によっては地

域を超えた連携ができる．今日のグローバル社会に

おいては，地域を超えて連携して働くスキルは貴重

なスキルとなり得る．さらに，これらの活動を通し

て，他分野と他校の学生と人脈を形成することは，

今後の技術者人生において有用であろう．

2モチベーションの向上
　コンテストにおいては，当然，課題の達成度合い

を競い合うことになるため，モチベーションの向上

につながる．さらに他校学生とのコミュニケーショ

ンにより，さまざまな価値観に触れることができる

ため，学習意欲の向上につながる．

2実践的スキルの定着
　コンテスト課題は実践的であることが多い．また，

プロジェクトとしてコンテスト課題を達成するため

に必要なスキルは多岐にわたり，このスキルは実社

会でのプロジェクト推進スキルにつながる．そのた

め，コンテスト課題にチャレンジすることによって，

実践的なスキルの定着が期待できる．

2他校の成果からの学習
　コンテスト課題は共通課題であるため，プロジェク

ト間の推進状況や成果物を比較し，他校の成果を学

び，自校プロジェクトにフィードバックすることがで

きる．通常の開発や PBL では，それぞれのプロジェ

クトにおいて違う課題に取り組むことになるので，プ

ロジェクトを遂行する上で必要な技術を学び取るた

めには一定の技術が必要であるのと対照的である．
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2テーマの自由度の欠如
　共通課題としてコンテスト課題を使用することの

デメリットには，テーマの自由度が失われることが

ある．開発したい課題を自ら持っている学生にとっ

ては，コンテストへの参加は窮屈なものとなり得る．

コンテスト活用教員にとって

　MDD/ESS ロボットチャレンジにおいては，教

員コミュニティを作り課題の調整，教育の提供，実

施してきた．ここでは，教員の視点に立ったときに，

コンテスト課題を PBL テーマとして活用するメリ

ット，デメリット，考慮すべきことについて述べる．

2課題調達負荷の軽減
　コンテスト課題を PBL テーマとして採用するこ

とによって，教員の課題調達負荷を軽減することが

できる．PBL を遂行する上で，テーマの調達は教

員にとって常に頭の痛い問題である．テーマの調達

自身にも努力が必要であり，さらにテーマを遂行す

る上で必要な開発対象の準備，開発環境の整備等々，

多くの教員負荷が発生する．特に組込みシステムを

開発対象とする場合には負荷が大きい傾向にある．

2教育負荷の軽減
　コンテストに参加することにより，コンテスト開

催側から提供される教育を利用することができる．

コンテスト課題開発に必要な知識についての教育カ

リキュラムが提供されることが多いためである．特

に追加で教育したい内容のみを各大学，各プロジェ

クトで実施することで十分な教育が可能である．

2 他校成果からの学習
　教員にとっても他校成果からの学ぶことが多い．

専門が違う教員視点を取り入れて教育やプロジェク

ト運営に反映させることができる．

2教育内容に対する議論
　コンテスト課題という共通の目標を持つコミュニ

ティにおいて，さまざまな専門分野を持つ教員同士

が，それぞれの教育について議論し情報交換を行う

ことができる．

2研究との対立
　一方でコンテストに参加することより，学生の負

荷が大きく増大する．そのため，研究時間が奪われ

ることにつながりかねず，研究との対立が起こり得る．

　次にコンテスト課題を PBL 課題として活用する

際にあらかじめ考慮しておくべきことについて議論

する．

2利用目的の明確化
　コンテストの利用目的をあらかじめ明確にすべき

である．コンテストを通して開発力を付けさせる，

プロジェクトマネジメントを学ばせる，調査・問題

解決のプロセスを学ばせる，研究への活用など，目

的に応じて指導方法がおのずと異なる．

2自校カリキュラムでの位置付け
　自校カリキュラムの中での位置付けを考えておく

必要がある．研究室内の活動としてコンテストに参

加することもできる．しかし，主催者側が提供する

教育を単位として裏付ける，コンテスト参加そのも

のを単位として裏付ける等の措置をした方が，学生

の負担感を減らせる上に，さらなる教育負担の軽減

につながる．

2 研究への活用を検討
　学生の負荷を減らし，効率的に教育，研究を行う

ために，コンテスト課題を研究指導に利用するとよ

い．少なくとも調査，問題解決などの方法論につい

て，コンテスト参加を通して意識付けすることがで

きる．できれば，コンテスト課題やプロジェクト運

営などを研究対象とするとよい．
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2フォローアップ体制の構築
　コンテスト側が大まかな方針は示してくれるが，

PBL を成功させるためには細やかなフォローアップ

体制を構築すべきである．少なくとも週 1 回のミー

ティングによる指導を通して，プロジェクト運営の

支援，調査，開発の支援等を実施する．特にコンテ

スト課題を使用した場合には，プロジェクト目標（= 

コンテストでの勝利）と教員が思い描く教育目標が

対立する場面があるため注意しておく必要がある．

コンテスト開催側にとって

　MDD/ESS ロボットチャレンジを運営する側と

して，分野，地域を超えたコミュニティを作り運営

してきた中で得られた知見を紹介する．なお，コン

テスト開催側教員はコンテスト活用教員でもあるた

め，活用教員としての立場においてのメリット，デ

メリットは前述したとおりである．ここでは，開催

側として固有の事柄について取り扱う．

2コミュニティの構築
　コンテストへの参加を通して学生，教員双方にと

って実りの多いコミュニティを構築すべきである．

単一分野の学生，教員から構成されたコミュニティ

もよいが，多分野で構成されたものの方が学びが大

きい．また，参加学生のみでのコミュニティ構築は

難しいことが多いため，参加学生を交流させる仕組

みが必要である．

　我々はさまざまな分野の学生，教員から構成され

るコミュニティを構築し，大変ではあるがコンテス

ト参加，運営を通して多くのことを学んできた．ま

た，コンテスト中に学生企画セッションという枠を

設け，学生に主体となって企画，運営させている．

このセッションは活気があり，学生の評判も上々で

ある．

2コンテスト参加学生，教員，コンテスト開催教
員の 3 者ともに興味を持てる課題設定

　3 者ともに興味を持てる課題設定は困難である．

動作するロボットコンテスト課題に対してコンテス

ト参加学生はすぐに興味を抱くと思われがちである．

しかしながら，ロボットの制御が少しでも難しい課

題であるという印象を持たれてしまうと，興味を失

う傾向にある．一方で教員側としては，少なくとも

複雑なシステム開発スキルの定着を期待できるよう

な課題を望むし，できれば研究にもつながるような

新規性のある課題設定を望む．この両者のバランス

がとれた課題設定が必要である．

　ESS ロボットチャレンジにおいては難易度を変

えた複数の部門を設定することでこの問題に取り組

んでいる．比較的簡単に開発できると印象付けられ

る掃除機ロボットを開発対象とし，課題を，簡単な

規定動作をするコンパルソリ部門，難易度は少々高

いがさまざまな方式でアプローチ可能なベーシック

部門を設け，さらに高度な課題について飛行ロボッ

トも用いて遂行するアドバンス部門を準備している．

2分野，教育目標，受講生の差異への対応
　分野，地域を超えたコンテストとすることによっ

て MDD/ESS ロボットチャレンジという良いコミ

ュニティを作ることができた．一方で専門分野が違

う学生が参加できるような課題設定に悩んできた．

また，コンテスト参加者に共通教育を実施する場合

には，教育内容の選定に注意が必要である．

　ESS ロボットチャレンジでは，掃除機ロボット

制御という，自動制御，学習，ソフトウェア工学な

ど，さまざまな専門分野を持つ学生に参加可能な課

題にした．また，教育については，利用する技術分

野の地図を学習させ，PBL 実施時に自ら調査して

問題解決を図る能力を付けさせることを主眼に置い

た教育を実施している．

2 学校ごとの学年歴の差異
 手厚い教育を実施しようとすると必ず学校ごとの

学年歴や時間割の違いに悩まされる．長期休暇での

実施を考えるが，公立大学と私立大学では期間が違

ったり，インターンシップの参加日程と競合したり

と設定が難しい．また，時間割が異なるため授業期
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間中の平日に実施することも困難である．現状，我々

は春の教育は土日に開催し，夏の大会は夏休みの早

期に実施することとしている．

2コンテスト課題利用のすすめ
　コンテストへの参加による PBL の実施は，単独

で PBL を実施する場合と比べて注意する点がある

ものの，学生，教員の双方にとってメリットが大き

いと考える．特に現在では，文部科学省情報技術人

材育成のための実践教育ネットワーク形成事業など

の教育広域展開事業などの実施によって，利用しや

すい環境が整備されてきた．ESS ロボットチャレ

ンジに限らず，コンテストを活用して学びの多い良

い PBL を遂行していただきたい．
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